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会 議 録 

審議会等名  令和２年度 第２回三条市学校給食運営委員会      

公 開 の別   全部公開           

開 催 日 時   令和３年２月 26日（金） 午後２時       

開 催 場 所   三条市役所 栄庁舎３階 大会議室 傍聴者の有無 有   

出 席   委員 12人       

    小畑会長（裏館小学校長） 樋熊副会長（栄中央小学校長） 和田委員（井栗小学校長）   

    早川委員（須頃小学校長） 坪谷委員（長沢小学校長） 中村委員（第一中学校長）   

   鶴巻委員（旭小 PTA） 西方委員（第四中 PTA） 平原委員（栄中 PTA）  

 
 西川委員（大崎学園 PTA） 捧委員（三条市監査委員） 相馬委員（新潟県三条地域振興

局健康福祉環境部）  

 
  事務局 21人 

長谷川教育長 

 

栗林教育部長 

 

村上教育総務課長   

  
  髙橋小中一貫教育推進課  

長 

坂井教育総務課課長補佐 

 

渡邉一ノ木戸小学校長 

 
  

    阿部嵐南小学校長 澁谷大崎学園校長 前田主任（教育総務課）   

  
  外山一般任用技師(教育総務

課) 
小川栄養教諭（嵐南共同調理
場） 

長谷川栄養教諭（嵐南共同調
理場） 

  

 
 池田栄養教諭（裏館共同調理

場） 
平原栄養教諭（裏館共同調理
場） 

伊佐栄養士（下田共同調理場） 
 

 
 三浦栄養教諭（一ノ木戸小調

理場） 
田崎栄養教諭（大崎学園調理
場） 

高野共同調理場長（教育総務

課） 
 

 
 丸山一般任用職員（教育総

務課） 
古澤一般任用職員（教育総務
課） 

内山職員（教育総務課） 
 

議 題 等 
   

  

報 告（1）令和２年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況につい

て 

議 題（1）令和３年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算（案）の承認について 

その他（1）裏館学校給食共同調理場の調理等業務の民間委託について 

     （2）令和２年度残量調査結果報告について 

（3）ドリンクタイムについて 

（4）完全米飯給食について 

【開    会】 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

長谷川教育長 

 

 

 

 

 

 

午後２時 

 

これより会議を開きます。委員数 18人のところ現在の出席が 11人、お一人遅れるという連絡

が入っております。欠席６人、委員の２分の１である９人を上回っておりますので、三条市学校

給食運営委員会規則第６条の規定により、当会議が成立していることを御報告申し上げます。 

議事に先立ち、三条市教育委員会教育長が御挨拶を申し上げます。 

 

早いものであと３日ほどで弥生の３月となります。子供たちも卒業式を迎える季節となりまし

た。そういった御多用の中、本日は令和２年度第２回三条市学校給食運営委員会に出席を賜

りまして誠にありがとうございます。委員の皆様には、日頃から学校給食の運営に御理解と御協

力を頂いておりますことに改めて御礼を申し上げます。御案内のとおり、この委員会は学校給

食の円滑かつ効果的な運営に関する事項につきまして、皆様から御審議をしていただく場でご

ざいます。本日も給食をより良いものにするために御意見を頂戴したいと考えております。 
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小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

小 畑 会 長 

 

 

捧 委 員 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

さて、新型ウイルス感染症も少し落ち着いてきた感がございますが、収束の兆しまでは見えな

い状況でございます。今は社会全体がソーシャルディスタンス、リモートと言って、人と人との距

離を離してしまう、そういった新しい生活様式の中ではありますが、子供たちの心の距離を少し

でも近付けることができたらと給食時の取組といたしまして、新潟県や地元の精肉店などの協力

を頂いた中で、12月には新潟県産和牛を使ったプルコギ、１月には佐渡で獲れた寒ブリのカツ

を提供するなど、新潟のおいしい食材を使って献立を工夫いたしまして、子供たちの学校生活

が少しでも楽しくなるように関係者一同頑張っているところでございます。 

本日の会議は、１、２学期の給食費会計の収支状況報告を申し上げ、令和３年度の給食費

会計予算案について御審議をしていただきたいと考えております。また合わせまして、裏館共

同調理場の調理等業務の民間委託、残量調査の結果、ドリンクタイム、米飯給食について御協

議をお願いしたいと考えております。学校給食の適正かつ円滑な運営が行われますよう忌憚の

ない御意見を頂きたいと思います。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

申し遅れましたが、私は本日の進行を務めさせていただく裏館小学校の小畑でございます。

よろしくお願いいたします。 

 

これより議事に入ります。 

３ 報告 「令和２年度（第１・２学期）三条市学校給食調理場給食費会計収入支出状況につ

いて」、事務局の説明を求めます。 

 

＜高野共同調理場長説明＞ 

 

 

ここで、会計監査に携わられた捧委員が出席されておりますので、監査結果の報告をお願い

します。 

 

それでは、監査の報告をさせていただきます。昨年 10月 18日に令和２年度第１学期分、年

が変わって２月８日に第２学期分の給食費会計の収支状況につきまして監査会を開催させてい

ただきました。２回とも坪谷委員、平原委員と私の３人で、関係諸帳簿、預金通帳並びに証憑類

の監査をいたしましたところ、１、２学期分とも数値は正確であり、かつ、適正に執行されていた

ことを報告します。 

 

ありがとうございました。ただいまの説明及び報告に対しまして、質疑等がございましたらお願

いします。なお、御発言の際は、所属とお名前をお願いします。 

 

しばらくして発言がありませんので、以上で質疑を終了します。 

お諮りします。 

本件につきまして、事務局報告のとおり了承することに御異議ありませんか。御異議がなけれ

ば、拍手をもって御賛同願います。 

 

＜拍手あり＞ 

 

ありがとうございました。 

次に、４の議題に移ります。 

「（1）令和３年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出予算（案）の承認について」、事

務局の説明を求めます。 
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高野 

共同調理場長 

 

小 畑 会 長 

 

樋熊副会長 

 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

樋熊副会長 

 

 

小 畑 会 長 

 

坪 谷 委 員 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

坪 谷 委 員 

 

 

村 上 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坪 谷 委 員 

 

 

 

 

 

村 上 課 長 

 

 

 

＜高野共同調理場長説明＞ 

 

 

ただいまの事務局の説明に対し、質疑等がありましたらお願いします。 

 

栄中央小学校の樋熊です。 

１ページ目の第２条（4）年間実施回数に関して、中学校は７回増になったということでしたが、

この算出根拠はなんでしょうか。また、市町村によっては、年間給食回数の上限が決まっている

ところもあったのですが、三条市はないのでしょうか。 

 

実施回数につきましては、実際の回数に合わせまして令和３年度は算出しております。実施

回数の上限につきましては、当市は設定しておりません。 

 

各学校が提出している実施計画表に基づいた回数ということで、正確なものであるということ

が分かりました。 

 

そのほかにありますでしょうか。 

 

長沢小学校の坪谷と申します。 

同じ場所の質問です。今年度と比較して給食実施回数が増えるということでしたが、給食費

の値上げがなければ、１食当たりの値段が若干下がると解釈してよろしいでしょうか。 

 

基本的には、現行の給食費単価に影響するものではないと考えております。 

 

 

すごく単純な質問ですが、例えば、２回増えたとして、給食費が変わらなければ、その２回分

の費用はどこから捻出されると考えればよろしいのでしょうか。 

 

少し補足をさせていただきますと、今年度と比較して来年度の給食回数が増えるということで

はなく、予算上これまで低く見ていた回数を実態に合わせたということでございます。今年度と

来年度で実際の実施回数が大きく変わるものではございません。正確に申しますと、予算に対

して、決算での回数が上回っていたというのが近年の傾向であることから、実態に合わせて、予

算上の回数を増やしたということです。 

その上で、１食単価ないし給食費全体がどうなるのかという問いですが、給食費は 10か月に

分けて徴収しており、予定回数に対して年間の回数が上回った部分は、２月徴収分で金額の

調整をさせていただいております。その徴収方法については、これまでと変わるものではござい

ませんし、来年度その金額が極端に増えるということでもございません。あくまでも予算計上の

仕方を実際に近付けたということです。１食当たりの単価も適正なものとして今は捉えております

ので、値上げ等の必要はないものと考えております。 

 

ありがとうございます。確か今年度は 187回で計算すると、ちょうど徴収金と実際の費用とが

相殺されるくらいの額ではないかと理解しておりますので、こういった質問をさせていただきまし

た。当校も給食の実施回数が多いので、2月の調整月での集金がいつもより多くなってしまって

おります。さらに、この２回分が調整月で余計に徴収されるということではないと理解してよろし

いでしょうか。 

 

今回、予算上の回数を増やしたからといって、実際の徴収金額が増えるといったものではあり

ません。ただ、調整月の考え方において、月額に比べて調整月の金額が多くなってしまうという

ことがございますので、その部分は今後給食費を考える上で慎重に協議していかなければいけ

ないと思っております。 
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坪 谷 委 員 

 

小 畑 会 長  

 

 

 

村 上 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

前 田 主 任 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

ありがとうございました。 

 

司会をしながらで申し訳ありません。そうしますと、第２条に書いてある年間の給食実施数の

数自体はどういった意味合いがあるのでしょうか。実際には余り影響を及ぼさない数字なのでし

ょうか。この数字の意味合いを少し補足していただけますか。 

 

これまで掲げていた回数は、給食費の月額を算出する際の基準になる数として数年前から

示していたものでございます。その回数のままで行くと、調整月もほかの月と同じ額で徴収でき

るのですが、近年は小学校で２回、中学校で７回多いといった実態があり、調整月に余計に徴

収しなければならなくなっています。これまでは、その基準となる回数で予算を立ててきたので

すが、やはり予算上も実態に合わせて回数を定めるべきだと考えまして、今回このような回数に

させていただきました。 

全体としては適正な給食回数と考えておりますが、先ほども申しましたように、どうしても調整

月だけ金額が多くなってしまうという問題がありますので、その部分をどうすべきかということを令

和４年度に向けて慎重に考えていく必要があると思っております。 

 

ありがとうございました。ほかに御質問等はありますでしょうか。 

 

しばらくしてお声がありませんので、以上で質疑を終了いたします。 

お諮りいたします。 

本件につきまして、事務局案のとおり承認することに御異議ありませんか。御異議がなけれ

ば、拍手をもって御賛同願います。 

 

＜拍手あり＞ 

 

ありがとうございました。 

続きまして、５ その他でございます。 

「（1）裏館学校給食共同調理場の調理等業務の民間委託について」、事務局の説明を求め

ます。 

 

＜高野共同調理場長説明＞ 

 

 

ただいまの事務局の説明に対し、質疑等がありましたらお願いします。 

 

しばらくしてお声がありませんので、「（1）裏館学校給食共同調理場の調理等業務の民間委

託について」を終了いたします。 

次に、「（2）令和２年度残量調査結果報告について」、事務局の説明を求めます。 

 

＜前田主任説明＞ 

 

ただいまの事務局の説明に対して、質疑等がありましたらお願いします。 

 

しばらくしてないようですが、残量についての改善策や視点などが示されていて、各学校でも

大変参考になる資料かと思います。ありがとうございました。 

以上で、「（2）令和２年度残量調査結果報告について」を終了いたします。 

次に、「（3）ドリンクタイムについて」、事務局の説明を求めます。 

 

＜高野共同調理場長説明＞ 
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小 畑 会 長 

 

 

樋熊副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

小 畑 会 長 

 

 

中 村 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまの事務局の説明に対する質疑、又は御自身の回答に関する補足等がありましたら

お聞かせ願いたいと思います。 

 

栄中央小学校の樋熊です。 

今回の意見を前もって取りまとめていただきまして、ありがとうございました。 

補足をさせていただきたいと思います。 

令和元年７月のアンケート結果に基づく現場の意見、同時期に市の校長会で集約した意

見、またそれを教育総務課へお届けした際に口頭でお願いしたこと、それぞれの内容をほぼ今

回の資料に入れていただきました。 

市の校長会イコール現場の声と捉えていただきたいのですが、これを受け止めていただきま

した。ドリンクタイムのこれまでの経緯と効果は校長会としても理解しながら、是非より良いもの

に、それから、いろいろな課題がありますので、無理なものは取り除いていただきたいとお願い

しておりました。 

まさにその内容が、今回の「ドリンクタイムを廃止し、牛乳は給食時間に飲む」。「食べながら

飲まない」、その基本は今までの趣旨からすれば大丈夫かと思いますし、その基本を考えて、

「ただし、児童生徒の実情等に応じて、より飲みやすい状況を個別に認め、学校の判断で対応

できるものとする」。これも実はアンケートとは別に、私が学校の要望として、意見の二つ目の丸

なんですけれども、どうしても牛乳を一緒に飲まないと給食が進まない、毎日それを苦にするよ

うな児童がおりまして、そういった子にも是非配慮をお願いしたいというところで、こういった文面

を今回入れていただきました。学校としては、その実情に、その子に応じた学校判断を容認して

いただけたことで大変有り難く思っております。 

是非、この方向性で令和３年４月からの実施をお願いしたいと思います。 

 

事務局案の方向性に賛成という立場での御発言と伺いました。そのほかいかがでしょうか。 

 

しばらくしてお声がありませんので、以上で質疑を終了といたします。 

お諮りをいたします。 

本件につきまして、事務局案のとおり承認することに御異議はありませんか。御異議がなけれ

ば、拍手をもって御賛同をお願いします。 

 

＜拍手あり＞ 

 

どうもありがとうございました。 

次に、「（4）完全米飯給食について」、事務局の説明を求めます。 

 

＜高野共同調理場長説明＞ 

 

 

ただいまの事務局の説明に対する質疑、又は御自身の回答に関する補足等がありましたら

お願いします。 

 

第一中学校の中村です。 

米飯給食をおいしくいただいているところでございます。ありがとうございます。 

意見を少し書かせていただいたところですが、確かに年４、５回というのは少し少ないのかな

という気がいたします。子供たちは大変楽しみにしている様子が見られますので、月１回とかそ

の程度のパンや麺を御検討いただけるとありがたいと思います。 

あわせて、食器について少し触れさせていただくと、米飯給食ではほとんど箸を使っている

のですが、カレーのときなどスプーンを使うこともありまして、本当に小さいデザート用のスプー

ンのようなもので食べている状況もあります。お金が掛かりますけれども、可能であればその辺り

も御検討いただければと思います。 
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小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

鶴 巻 委 員 

 

 

 

 

 

高野 

共同調理場長 

 

鶴 巻 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

村 上 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、担当の方から食器に関してもう一つありまして、米飯給食以外の麺のときなど、もう少し

大きなお椀があると食文化という面でもいいのかなと話がありました。 

すぐにとはいかないと思いますし、予算の関係もありますので、またお考えいただければと思

います。 

 

ありがとうございました。 

資料№６参考をざっと見ましても、「多様な食事」とか「子供が楽しみにしている」といった語句

が随分あるなという感想を持ちました。その辺りについても御検討いただければと思いました。 

また、食器については、どんぶり等大きいものだと麺も食べやすいということもあるし、食文化

としてその方が馴染むということを私も感じました。 

 

そのほかいかがでしょう。 

 

旭小学校 PTAの鶴巻です。 

子供たちにとって、安全で安心な給食を御提供いただきましてありがとうございます。 

この資料の２ページにあります、米飯給食の変遷の中で、特別栽培米を使用したところから

有機栽培米の導入まであるんですけれども、現時点では、特別栽培米と有機栽培米の使用割

合というのはどのくらいでしょうか。 

 

令和２年度の実績で申し上げますと、９対１です。有機栽培米が１でございます。 

 

 

ありがとうございます。なぜ伺ったかと申しますと、私は、特別栽培米と有機栽培米の違いも

ろくに分からなかったんですけれども、有機栽培米というのは農薬を極限まで落として栽培され

たお米で、特別栽培米というのは農薬を規定値までは使っているお米だったんです。すごく安

全なお米、いいお米を子供たちに食べさせていただいているんだなというのを今回の会議に当

たって勉強させていただきました。こういうことを知らないで完全米飯給食に賛成、反対と言って

しまっていいんだろうかというのがあったものですから質問させていただきました。 

アンケートにも書かせていただきましたが、「完全米飯給食」という表現がとてもきついなと思

っておりまして、子供たちが何か我慢をさせられているような、ほかの市町村に比べて損をして

いるような感覚に陥ってしまう表現に感じます。過去を見ると、朝日新聞の社説に三条市の給食

の素晴らしさが取り上げられていたり、ビッグコミックの漫画に三条市の給食が入っていたりと他

市に誇る給食文化であるのに全く知らないなということに愕然としたところで、こういった啓発活

動というか広報活動というか、もっとキャッチーな、完全米飯給食ではない表現や保護者へのア

ピールがあるといいなと思いました。 

 

ありがとうございました。 

事務局から何かありますか。 

 

ありがとうございました。これから、今の完全米飯給食という在り方を皆さんと一緒に、また次

回以降も含めて検討させていただきたいと思っております。その中で、米飯中心に行くにして

も、子供たちを始めたとした市民の皆さんに PR をしまして、特別栽培米、有機栽培米の話も含

めまして、どういう表現をするかしっかり考えていきたいなと思っております。 

また、お話のありました特別栽培米、有機栽培米ですが、三条市につきましては、過去から

特栽栽培米、有機栽培米以外でも、いわゆる統一米ではなくコシヒカリを使ってきたわけでござ

います。そのコシヒカリ、さらには特別栽培米、有機栽培米、それから平成 15年から完全米飯と

いうことで米飯の回数を増やしている。その全ての部分に、標準的な米を使った場合の差額と

平成 14 年の米飯の回数を上回る部分の費用についても、給食費ではなくて一般会計が補助

金で負担しているものでございます。ここも市の施策としてやっているということを含めて周知を

してまいりたいと思います。 
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小 畑 会 長  

 

 

樋熊副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 上 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今後の米飯給食の在り方を考えていく中では、先ほど御指摘がありましたとおり、今の

形を変えていくとなると、食器を始めとした設備面や調達の問題あるいは給食費がどうなるか、

こういった様々なところに影響してくるわけでございます。 

また、皆さんと議論を重ねていきたいと思います。今、御指摘のあった今後の PR、周知の仕

方も含めて考えていきたいと思います。 

 

ありがとうございました。 

ほかに御発言はありますか。 

 

栄中央小学校の樋熊です。 

９ページのまとめの方、ありがとうございました。「子供たちからもっとパンや麺が食べたいとい

う声がある」とのことですが、それはどのように受け取ったのでしょうか。アンケートはやっていな

いと思いますが、つぶやきとか、そういったところでの感触なのでしょうか。教えていただきたいと

思います。 

私は平成 20 年度の完全米飯給食が始まったときに四日町小学校に勤めておりまして、勝手

に子供たちにアンケートを取ったことがあります。「給食がご飯だけになりましたが、パンや麺に

ついてはどうですか」という内容です。そのときは、パンや麺も経験していたので、多くの子が

「やっぱりもっとパンや麺を食べたい」というアンケート結果で、それを食育推進室に挙げて、こ

れはまずかったかなと思ったんですけれども、そういった経緯もあったもので、アンケートを取る

というのは難しいなと思いました。 

そして、それをもし今やったとしても、米飯給食が当たり前になっておりますので、子供たちは

経験がないので、その状態でパンや麺について聞いてもなかなか難しいのかなと。たまに出る

麺を子供たちは小さい器に切って入れるというそのやり方も知らない。その文化もないわけです

ので。そういった中でのアンケートはちょっと難しいのかな。単純に、パンが食べたい、麺が食

べたいという子供たちの意見が多いからといってそれを取り入れるという方法も難しいのではな

いかと。 

そういった声の取り入れ方、これからどのようにこの完全米飯給食、先ほどいい御意見だと思

ったのですが、「完全」というのが強く感じると、そうすると米飯中心給食とかになるのでしょうか、

そういったネーミングも楽しくなるとか、いろいろなことを合わせて声を取り上げながら。これだけ

効果があって、成果がありますので、米飯給食の良さは残しながら、多様な食文化にも触れるよ

うな機会が、いろんな声から集約できて、次の方向へと持って行く何かいい方法がないかなと思

いました。 

今回の資料の「声」というのは、どのような方向から受け付けたのか、取り入れたのかということ

をお聞かせください。 

 

この点につきましては、子供たちにアンケートを取ったりしているわけではございません。た

だ、毎年のように子ども議会の場で発言される児童生徒の皆さんがいらっしゃったり、あるいは

公式ではないにせよ保護者の方から漏れ聞こえる声であったり、あるいは市議会の一般質問の

中での市議会議員の皆さんの御発言であったり、様々なところでいろいろな話があるわけでご

ざいます。 

今後につきましても、今おっしゃられましたように、今の児童生徒に、直接的に経験もない中

で、パンや麺はどうだと聞いたところで正確なものかどうかそういうところもありますし、やはり給

食は教育の一環でありますので、ある程度、教育委員会や学校給食運営委員会の皆様としっ

かりとあらゆる角度から検討した中で、いい方向性を出していきたいと思います。それをどう検討

すべきかというのは、これからまた御相談させていただきたいと思います。 

給食というのは、一つの側面だけではございません。栄養面の体づくり、正しい食習慣、そし

て楽しみ、ほかにもまだまだ学校給食法の示しているところはあるわけでございます。それらを

総合的に考えて、ただ単に声の大きいものを聞くということではなく、しっかりと考えていくべきか

なと思っているところでございます。 
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小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋熊副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか御発言はございますか。 

 

本件につきましては、会議を通して各委員のお考えを共有することができたものと捉えており

ます。しかしながら、在り方を決定していくためには、更なる議論が必要ではないかとも考えてい

るところでございます。 

 

＜坪谷委員、挙手＞ 

はい、どうぞ。 

 

長沢小学校の坪谷です。 

まず始めに、三条市の米飯給食大変おいしいものだと思っております。子供たちも職員も幸

せだなあと感じております。私は、教員ではありますが、しばらく給食を食べない仕事をしていた

もので、三条に戻ってきておいしいご飯を食べることができてよかったなあと感じております。 

それとともに、平成 30 年度からご飯以外のものを提供するというニュースを外で耳にしまし

て、すごいなあ、本当にいろいろ考えておられるんだなあと感じた憶えがあります。 

意見といっても、ここに書いたとおりなのですが、かつて子供のときに三条にいて、今三条を

離れて働いている大人と話をしたとき、「揚げパンって何？」「ソフト麺ってどんなもの？」となり、

周りと話が合わないという声を聞いたことがあります。これもまた給食という文化が生み出してい

るものかと思います。  

平成 30年度から始めているので今はいいかと思いますけれども、これを余り知らないで社会

に出ていくというのもどうなのかなと思うこともありますので、全てご飯ということではなくて、ほか

の主食も取り入れていただけると子供たちにとってはいいのかなと思っております。欲を言え

ば、もう少し回数が多いといいかなあと個人的には思っています。昨日でしょうか、麺が出て、喜

んで食べている子供たちの様子を見て、そのように強く感じました。 

 

ありがとうございました。 

そのほか発言はございますか。 

 

それでは、先ほど村上課長からお話がありましたように、本件は次回以降も継続協議とさせて

いただきたいと思います。 

 

以上で本日予定しました案件は全て終了しました。 

せっかくの機会ですので、何か御発言がありましたらお願いしたいと思いますが、いかがでし

ょう。 

 

しばらくして、お声がありませんのでこれで終了したいと思います。 

閉会に当たりまして、当運営委員会の樋熊副会長が御挨拶申し上げます。お願いいたしま

す。 

 

長時間にわたる御協議ありがとうございました。 

ドリンクタイム、完全米飯給食という大きな話題も出て、三条市の給食が今後また少しずつ子

供たちの希望も取り入れながら、充実したものになっていくのではないかと私たちも希望を持っ

て今日の会を終了できることを有り難く思っています。 

私事ですが、この３月で退職をさせていただきます。38年間の教職生活のほとんどを三条市

の給食にお世話になってきました。私の体の３分の１は三条市の給食でできております。 

 私は今、６年生の習字を担当しているのですが、早めに終わった子供に「三条市の給食を漢

字２文字か１文字で表すと何になるかな」と書いてもらいまして、今日はそれを用意してきまし

た。 

まず「健康」、やっぱり給食を食べさせてもらっておいしい、健康に結び付くと。続きまして、

「美味」。給食のにおいがする４時間目、今日は６年生の書写だったんですけれども、給食が楽



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

【閉    会】 

 

しみだな、このにおいは何だろう。今日はセレクト給食でした。クレープおいしかったです。続い

て「彩」、彩りですね。こちらの方もよく研究してくださって、見るだけで楽しくなります。続きまし

ては「米」。今回、完全米飯給食の話もありましたが、三条といえばやはり米と子供たちも認識し

ているようです。それから、これは面白いです、「別乳」。こちらも今回ドリンクタイムの話題が出

ましたが、牛乳は時間が別であるということでしょう。当校も時間が不規則に変わったりしますの

で、給食直後だったり、少し時間をずらしたりしましたので、牛乳は別だなあということで造語を

作ってくれました。そして、何人かの子が書いたのが「感謝」。おいしい給食を６年間ありがとうご

ざいました、中学校でもまたよろしくお願いします、という気持ちを込めて、感謝と書いてくれた

子が多かったです。 

私も長きにわたって三条市の給食にお世話になりました。本当に充実した給食を提供くださ

っている皆様に感謝の気持ちを込めまして、最後の閉会の挨拶とさせていただきます。本日は

本当にありがとうございました。 

 

以上をもちまして、令和２年度第２回三条市学校給食運営委員会を閉会いたします。 

皆様の御協力に感謝申し上げます。大変ありがとうございました。 

 

 午後３時 45分 

 

 


